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国営沖縄記念公園（海洋博覧会地区）とは…

国営沖縄記念公園は、昭和50年に開催された沖縄国際海洋博覧会を記念して、昭和51
年8月に博覧会跡地に設置された国営公園です。

現在は沖縄の観光振興、特に本島北部の観光の拠点として中⼼的役割を果たしています。
公園の3つのエリアのうち、歴史・⽂化のエリアでは、太平洋諸国の海洋⺠族とのかかわりを⽰す
生活用具、漁労具等約750点が展⽰されている海洋⽂化館、琉球列島古来の⺠家群及び
⺠家庭園を再現したおきなわ郷土村、沖縄最古の歌謡集である「おもろさうし」にうたわれている
植物のうち代表的な22種類を展⽰植栽したおもろ植物園等があります。

海のエリアでは、ジンベエザメ、マンタなど大型のサメ・エイ類を飼育している世界最大級の沖縄
美ら海水族館、海洋博以来のイルカショーが人気のオキちゃん劇場、メキシコ政府から贈られたマ
ナティーがいるマナティー館、ウミガメの産卵から成⻑まで観察できるウミガメ館、イルカを間近に観
ることができるイルカラグーン、面積約3haの白砂を敷きつめた人工ビーチで、平成13年に「水浴
場八十八選」、平成18年には「快水浴場百選」に認定され、4月から10月末まで海水浴ができ
るエメラルドビーチなどがあります。

花・緑のエリアでは、⼀年を通じて花を絶やすことのないよう世界的な規模の温室を設け、ランや
熱帯果樹・花⽊等熱帯性の植物を演出展⽰している熱帯ドリームセンター、東シナ海に沈む美
しい⼣陽が⾒られる⼣陽の広場、外国人に人気の熱帯・亜熱帯都市緑化植物園などがありま
す。
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沖縄を含めた太平洋地域における海洋⺠
族の歴史や⽂化を紹介する施設です。
ここに集められた展⽰物は1975年に開催さ
れた「沖縄国際海洋博覧会」の際に作られ
たものであり、1970年代のアジア・南太平
洋地域の海洋⽂化を現代に保存し、伝えて
います。

海洋⽂化館

おきなわ郷土村は、琉球王国時代（その中でも17〜19世紀頃）の沖縄の
村落を再現しています。御嶽（ウタキ）、拝井泉（ウガミガー）、神アサギと
いった伝統的な村落形態のなかに、⺠家や⾼倉を再現しています。

おきなわ郷土村
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海洋博公園 施設案内
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海洋博公園 施設案内

沖縄美ら海水族館

オキちゃん劇場

ウミガメ館

マナティ館

熱帯ドリームセンター



■多様な学習教材・生きた教材が活用できます

5

【参考︓学習指導要領(平成
29年告⽰)等での記載例】

海洋博公園の教育プログラムは学校教育の現場を支援します！

■指導計画に落とし込みやすいプログラム実施⽀援をし
ます

・美ら海水族館では神秘に満ちた沖縄の生き物たちの雄大な世界、
おきなわ郷土村では琉球王国時代の琉球列島の復元された村
落・⺠家など、沖縄県内のみならず、全国でも他に⾒ることができな
い生きた資源を活用できます。
・また、ワークシートや解説サイン、映像など、多様な学習教材を利
用することができます。

■新・学習指導要領に対応するプログラムを提供します

■学校側のニーズに応じたプログラム、学習場面設定を
提案します
・海洋博公園のプログラム実施のみで実現すべき学びを⾏うのでは
なく、学校の授業と連携して、主体的・対話的で深い学びが実現
できるように、「学習を⾒通し振り返る場面」「グループなどで対話す
る場面」などを、学校側と打合せをしながら、本公園のプログラム体
験で期待される役割を理解して実施します。
・また、対象学年の学習目標・内容に応じたプログラムを提案します。

・主体的・対話的で深い学びを、単元など内容や時間のまとまりの
中で、海洋博公園の教育プログラムを活用し、どのように組み込ん
でいくか、指導計画作成段階から⽀援いたします。
・特に、翌年の指導計画を作成する12〜2月ごろについても、海洋
博公園でのプログラム実施について、対面にて⽀援させていただきま
す。

・「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点からプログラ
ムを提供します。
・主体的な学びの実現については、事前に複数の課題を提⽰し、
児童が自ら選択できるようにする等を提案・⽀援します。
・対話的な学びの実現については、プログラムの中で、グループワーク
の時間を設けたり、公園スタッフとの対話する時間を設け、コミュニ
ケーション⼒を身につける機会・場面を提案します。対話のヒントとし
て質問リスト等の準備等を提案します。
・深い学びの実現については、公園内のプログラム実施だけでなく、
学校に戻っての振り返り等によって実現できるように、留意します。

【指導要領解説・社会編】
第1章総説
●２社会科改訂の趣旨及び要
点
(1))改訂の趣旨、(i)
・主体的な学びについて
・対話的な学びについて
・深い学びの実現のために

【指導要領・ 第2節社会】
●第3 指導計画の作成と内容
の取扱い ２
(3)博物館や資料館などの施設
の活用を図るとともに，身近な地
域及び国土の遺跡や⽂化財など
についての調査活動を取り入れる
ようにすること

【指導要領解説・社会編】
第4章指導計画の作成と内容の
取扱い
●指導計画作成上の配慮事項
主体的・対話的で深い学びは，
必ずしも１単位時間の授業の中
で全てが実現されるものではない。
単元など内容や時間のまとまりの
中で，例えば，主体的に学習に
取り組めるよう学習の⾒通しを⽴
てたり学習したことを振り返ったり
して自身の学びや変容を自覚で
きる場面をどこに設定するか，対
話によって自分の考えなどを広げ
たり深めたりする場面をどこに設定
するか，学びの深まりをつくりだす
ために，児童が考える場面と教
師が教える場面をどのように組み
⽴てるか，といった視点で授業改
善を進めることが求められる。
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動物の飼育体験

目的︓動物の飼育活動を通して、変化や成⻑に気付き、生き物への親しみを持ち、
大切にする機会を設ける。

内容︓ヤギの飼育体験（おきなわ郷土村）
回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓ 45-90分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ 30名
場所︓ おきなわ郷土村
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（7）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

動物の飼育 室外 45-90分 水筒 小学1年生以上 30名

めあて

動物の飼育活動を通して、変化や成⻑に気付き、生き物への親しみを持ち、大切にする機会を設ける。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土

説明
（10分）

おきなわ郷土村の概要説明

飼育体験
（20分）

ヤギの餌やり 飼育体験することで、
身近な動物や自然
に親しむ。

生き物への親しみ

ふり返り
（10分）

昔の人の知恵や工夫について解説。
生命や成⻑していることについて解説

人と動物との関係を
考える。

生命・成⻑

質疑応答
（5分）

※45分の場合

生き物1
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植物の栽培体験

目的︓植物の栽培活動を通して、変化や成⻑に気付き、生き物への親しみを持ち、
大切にする機会を設ける。

内容︓植物の栽培体験
回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可（12月〜3月）
所要時間︓ 30-45分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ 100名（熱帯ドリームセンター）、30名（おきなわ郷土村）(要事前申込)
場所︓ 熱帯ドリームセンター・おきなわ郷土村等
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（7）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

植物の栽培 室外 30-45分 水筒 小学1年生以上 最大
100名

めあて

植物の栽培活動を通して、変化や成⻑に気付き、生き物への親しみを持ち、大切にする機会を設ける。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土村

説明
（10分）

植物の紹介、利用⽅法などについて解
説

工作体験
（20分）

植物の観察会・栽培体験 植物の栽培体験・
観察会を通して、身
近な植物や自然に
親しむ。

植物への親しみ

ふり返り
（10分）

栽培した植物の振り返り学習を⾏う 植物の変化、成⻑を
知る。

生命・成⻑

質疑応答
（5分）

※45分の場合

植物01
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自然素材の工作体験

目的︓自然素材（草⽊）を材料とした昔の玩具作り、遊びの体験を通して、自然の
不思議さへの気付き、創作の機会を設ける。

内容︓・マーニ（和名︓クロツグ）を使った草玩具作り
・ソテツの虫かごづくり・イグサを使った草玩具

回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓ 45-90分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ 35名(要事前申込み)
場所︓ おきなわ郷土村
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（6）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

草玩具
昔の暮らし

室内 45-90分 水筒 小学1年生以上 最大35名

めあて

身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びやその遊具を工夫してつくることが
でき、その面白さや自然の不思議さに気付く。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土村

説明
（10分）

沖縄に自生する植物の紹介、昔からの
利用⽅法などについて解説

沖縄に昔から自生し
ている植物を、その
利用について知る。

マーニ、ソテツ、イグサ、
草玩具

工作体験
（20分）

植物を使った工作づくり体験
（熱帯魚、かたつむり、虫かご、ウマ
グヮーなど）

植物を利用した遊び
を体験することで、身
近な植物や自然に
親しむ。

身の回りの植物を利
用した遊び

ふり返り
（10分）

昔の人の知恵や工夫について解説。植
物を利用した⺠具は様々あり、今も使
用されているものがあることを紹介。

人と植物の関係を知
る、新しい利用を考
える。

つくって試す

質疑応答
（5分）

※45分の場合

植物02

⾒ 本
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○プログラム実施例
自然素材の工作体験（45分） 小学1年生 生活

終了

工作完成品・感想の発表

工作

教科書に関連した
体験をさせたい︕

授業
45分

草玩具工作体験
（かたつむり、熱帯魚等）

沖縄で昔から作られている草玩具
と材料について解説（１０分程度）

海洋博公園着
おきなわ郷土村へ移動

15分

当日

※前日まで

事後学習 1-2回（学校での発表会等）
※事後学習の内容は各学校様と打ち合わせて決定

事前学習 1-2回（学校への出前授業）
※出前授業の内容は各学校様と打ち合わせて決定

工作完成品

⾒ 本



沖縄の植物体験イベント/植物のクラフト作り 植物03

目的︓沖縄の在来植物等を素材にクラフト作りを⾏い、植物に気軽に親しんでもらう
内容︓ハガキ作り、クリスマスリース作り、草⽊染等（※材料費は有料）
回数︓要相談
所要時間︓ 60分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ なし (要事前申込)
場所︓ 熱帯・亜熱帯都市緑化植物園
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（6）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

クラフト体験 室内 60分 水筒 小学1年生以上 -

めあて

身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びやその遊具を工夫してつくることが
でき、その面白さや自然の不思議さに気付く。

※60分の場合15

場所 時間 内容 目標など キーワード

熱帯・亜
熱帯都市
緑化植物
園

説明
（15分）

植物園の説明

クラフト体験
（30分）

植物を使ったクラフト体験
（ハガキ作り、クリスマスリース作り、草
⽊染、など）

植物を利用した遊び
を体験することで、身
近な植物や自然に
親しむ。

身の回りの植物を利
用した遊び

ふり返り
（10分）

使用した植物の振り返り学習を⾏う 自然の様子や四季
の変化を取り入れ自
分の生活を楽しくす
る。

植物・身近な自然・
四季の変化

質疑応答
（5分）



沖縄の植物を使ったセルフクラフト作り体験 植物04

目的︓沖縄の在来植物等を素材にクラフト作りを⾏い、植物に気軽に親しんでもらう
内容︓⽊の実でマグネット、押し花でガーランド、ぬりえ、

その他季節に応じた内容（クリスマスツリー、お正月飾り等）
回数︓要相談
所要時間︓ 60分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ なし (要事前申込)
場所︓ 熱帯・亜熱帯都市緑化植物園
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（6）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

クラフト体験 室内 60分 水筒 小学1年生以上 -

めあて

身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びやその遊具を工夫してつくることが
でき、その面白さや自然の不思議さに気付く。

※60分の場合16

場所 時間 内容 目標など キーワード

熱帯・亜
熱帯都市
緑化植物
園

説明
（15分）

植物園の説明

クラフト体験
（30分）

沖縄の植物を使ったセルフクラフト作り体
験
（⽊の実でマグネット、押し花でガーラン
ド、など）

植物を利用した遊び
を体験することで、身
近な植物や自然に
親しむ。

身の回りの植物を利
用した遊び

ふり返り
（10分）

使用した植物の振り返り学習を⾏う 自然の様子や四季
の変化を取り入れ自
分の生活を楽しくす
る。

植物・身近な自然・
四季の変化

質疑応答
（5分）



沖縄の植物体験イベント/植物観察ツアー 植物05

目的︓植物園内に植栽されている⾒頃の植物等を観察するガイドツアーを⾏い、
開花や結実時期、植物の特性や用途、育て⽅等を紹介。

内容︓植物園内の植物等の観察会
回数︓要相談
所要時間︓ 60分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ なし (要事前申込)
場所︓ 熱帯・亜熱帯都市緑化植物園
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（5）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

植物の観察 室外 60分 水筒 小学1年生以上 -

めあて

植物の観察活動を通して、自然の様子や四季の変化を取り入れ、違いや特徴を⾒付け自分の生活を楽しくする機
会を設ける。

※60分の場合17

場所 時間 内容 目標など キーワード

熱帯・亜
熱帯都市
緑化植物
園

説明
（15分）

植物園内の植物の説明

観察会
（30分）

植物園内の植物の観察会、開花や結
実時期、植物の特性や用途、育て⽅
等を紹介

身近な自然を観察
する。

植物・身近な自然

ふり返り
（10分）

観察した植物園内の植物の振り返り学
習を⾏う

自然の様子や四季
の変化を取り入れ自
分の生活を楽しくす
る。

植物・身近な自然・
四季の変化

質疑応答
（5分）



熱帯植物学習・観察ツアー 植物06

目的︓熱帯ドリームセンターのラン温室３棟と果樹温室、回廊棟を回りながら「熱帯
植物の不思議」のワークシートを使い、温室内にある熱帯植物について学習・
観察する。最後に観察した植物の振り返り学習を⾏う。

内容︓要相談
所要時間︓ 30〜40分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ 10名 ※10名以上の団体は要事前申し込み
場所︓ 熱帯ドリームセンター ラン温室・果樹温室・回廊棟など
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（5）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

植物の観察 室外 60-120分 水筒 小学1年生以上 10名

めあて

植物の観察活動を通して、自然の様子や四季の変化を取り入れ、違いや特徴を⾒付け自分の生活を楽しくする機
会を設ける。

場所 時間 内容 目標など キーワード

熱帯ドリー
ムセンター

説明
（5分）

熱帯ドリームセンター内で⾒られる熱帯
植物等について説明

観察会
（20分）

熱帯植物等の観察会 身近な自然を観察
する

植物・身近な自然

ふり返り
（10分）

図鑑やワークシート等を用いて観察した
熱帯植物の振り返り学習を⾏う

自然の様子や四季
の変化を取り入れ自
分の生活を楽しくす
る。

植物・身近な自然・
四季の変化

質疑応答
（5分）

※40分の場合 18



環境学習 植物07

目的︓野生生物や、自然について遊びながら学び、考えてもらう
内容︓みんなの宝探し、葉っぱ当てゲーム、フィールドビンゴなど（過去に実施した内
容です。ご要望により様々なプログラムを組みますので、事前にご相談ください。）
回数︓要相談
所要時間︓ 60分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ なし (要事前申込)
場所︓ 熱帯・亜熱帯都市緑化植物園
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（5）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

自然・環境 室内・屋外（メ
ニューによる）

60分 水筒 小学1年生以上 -

めあて

野生生物や、自然について遊びながら学び、考えてもらうプログラムです

※60分の場合19

場所 時間 内容 目標など キーワード

熱帯・亜
熱帯都市
緑化植物
園

説明
（15分）

植物園、プログラムの説明

プログラム
（30分）

みんなの宝探し、葉っぱ当てゲーム、
フィールドビンゴなど

遊びを通して学び、
考えてもらう

身の回りの植物を感
じる遊び

ふり返り
（10分）

テーマにした自然や環境に対する振り返
り学習を⾏う

自身をとりまく自然や
環境に対してʻきづきʼ
を得る

植物・身近な自然・
四季の変化

質疑応答
（5分）



おきなわ郷土村ガイドツアー
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目的︓昔の沖縄の生活の様子についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能
及び思考⼒・判断⼒・表現⼒等を身に付ける。

回数︓ 要相談
所要時間︓ 45分程度
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ 20名（要事前申込）
場所︓ おきなわ郷土村（近年の⺠家・本部の⺠家・本家・御嶽・地頭代の家等）
学習指導要領︓小学校社会科 第3学年 2 内容 （4） ア（ア）（イ）・イ（ア）

文化 1

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

昔の暮らし 室内 45分 - 小学1年生以上 20名

めあて

昔の沖縄の生活の様子についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能及び思考⼒・判断⼒・表現⼒等を身に付け
る。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ郷
土村

説明
（10分）

おきなわ郷土村概要説明

ガイドツアー
（20分）

沖縄の村落、生活用具等、昔の沖縄
の人々の暮らしについての説明

課題追求・解決活
動を⾏う

昔の暮らし、沖縄の
人々

ふり返り
（10分）

ガイドツアーをもとに、昔と現在の沖縄の
人々の暮らしを比較し、１人１人が気
付いたことを発表する。

思考⼒・判断⼒・表
現⼒を身に付ける

昔の暮らし、沖縄の
人々

質疑応答
（5分）
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昔の村落を学ぶ（住の体験）

目的︓昔の沖縄の伝統的な村落構造についての課題追求・解決活動を通し、
知識・技能及び思考⼒・判断⼒。表現⼒等を身に付ける。

内容︓おきなわ郷土村内の家屋・信仰について、ワークシートを用いた調べ学習
を⾏うことで、当時の人々の暮らしと、現在の暮らしと比較する。

回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓ 2時間
対象年齢︓ 小学校3年〜
定員︓ 30名（要事前申込） 場所︓ おきなわ郷土村
学習指導要領︓小学校社会科 第3学年 2 内容 （4） ア（ア）（イ）・イ（ア）

文化 2

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

昔の家 室内・室外 2時間 筆記用具 小学3年生以上 最大30名

めあて

昔の村落構造、家のつくりを学ぶことで、当時の人々の暮らしや家屋の特徴を知る。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土村

説明
（15分）

おきなわ郷土村の概要を説明し、複数
の家屋が再現されていることを紹介、学
習にもちいるワークシートを配布。

グループ
学習

（60分）

時代や身分の異なる家屋を⾒学し、共
通する箇所、異なる箇所を探す。

各家屋を比較し、類
似点・相違点を⾒つ
ける。

建物のつくり、資材の
違い

発表
（20分）

グループごとに、気付いたことを発表。そ
の後、村落構造や家屋が気候風土に
合わせたつくりになっていることを解説。

沖縄の家屋の工夫
を知り、昔と現在の
暮らしを比較する。

瓦葺き、茅葺き、
御嶽、神アサギ、庭

質疑応答
（5分）

※授業時間100分、移動・休憩20分



昔の村落を学ぶ（住の体験）ワークシート

22

10分

昔の村落を学ぶ（住の体験）（2時間） 小学3年生 社会

休憩・移動（本家）

海洋博公園着
おきなわ郷土村へ移動

各自ワークシートを用いて
家屋の間取りなど観察

体験

解説
15分

沖縄の家のつくりに
ついて解説

観察
60分

15分

20分

終了

感想の発表

※前日まで 事前学習 1-2回（学校への出前授業）
※出前授業の内容は各学校様と打ち合わせて決定

当日

教科書で
学んだことを実感さ

せたい︕

事前学習（イメージ）

家屋の観察

事後学習（発表会・イメージ）
事後学習 1-2回（学校での発表会等）
※事後学習の内容は各学校様と打ち合わせて決定

○プログラム実施例
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海洋文化館ガイドツアー

目的︓昔の沖縄の生活の様子についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能
及び思考⼒・判断⼒・表現⼒等を身に付ける。

回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓45分程度（要予約）
対象年齢︓小学校1年〜
定員︓ 20名 ※定員を超える場合は要事前連絡
場所︓ 海洋⽂化館
学習指導要領︓小学校社会科 第3学年 2 内容 （4） ア（ア）（イ）・イ（ア）

文化 3

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

昔の暮らし 室内 45分 - 小学1年生以上 20名

めあて

昔の沖縄の生活の様子についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能及び思考⼒・判断⼒・表現⼒等を身に付け
る。

場所 時間 内容 目標など キーワード

海洋
⽂化館

説明
（10分）

海洋⽂化館概要説明

ガイドツアー
（20分）

サバニ・漁具等の昔の沖縄の人々の暮
らしについての説明

課題追求・解決活
動を⾏う

昔の暮らし、沖縄の
人々

ふり返り
（10分）

ガイドツアーをもとに、昔と現在の沖縄の
人々の暮らしを比較し、１人１人が気
付いたことを発表する。

思考⼒・判断⼒・表
現⼒を身に付ける

昔の暮らし、沖縄の
人々

質疑応答
（5分）
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働く人々へのインタビュー学習

目的︓地域で働いている人々へのインタビューを通して、様々な人や場所と
かかわり生活していることについて考える機会を設ける。

内容︓公園スタッフへのインタビュー学習
回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓ 45-90分
対象年齢︓ 小学校1年〜
定員︓ 20名（要事前申込）
場所︓ 海洋博公園内
学習指導要領︓小学校生活科 第1・2学年 2内容（3）

社会1

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

インタビュー学習 室内 45-90分 水筒 小学1年生以上 20名

めあて

地域で働いている人々へのインタビューを通して、様々な人や場所とかかわり生活していることについて考える機会を設ける。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土村

説明
（10分）

公園での仕事の説明

インタビュー
学習

（20分）

公園スタッフへのインタビュー 地域と公園の仕事の
かかわりを知る

地域、働く

ふり返り
（10分）

インタビュー内容をもとに、公園で働く地
域の人について、１人１人が気付いた
ことを発表する。

様々な人や場所と
かかわり生活している
ことを学ぶ

地域、働く

質疑応答
（5分）

※45分の場合
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昔の沖縄のインタビュー学習（昔の沖縄の生活）

目的︓昔の沖縄の生活の様子についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能
及び思考⼒・判断⼒・表現⼒等を身に付ける。

内容︓郷土村・海洋⽂化館ガイドツアーを通して、昔の沖縄の人々の暮らしを
体験し、現在の暮らしと比較する。

回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓ 2時間
対象年齢︓ 小学校3年〜
定員︓ 20名（要事前申込）
場所︓ おきなわ郷土村/海洋⽂化館
学習指導要領︓小学校社会科 第3学年 2 内容 （4） ア（ア）（イ）・イ（ア）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

昔の暮らし 室内 120分 水筒 小学3年生以上 20名

めあて

昔の沖縄の生活の様子についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能及び思考⼒・判断⼒・表現⼒等を身に付け
る。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土村

海洋
⽂化館

説明
（40分）

郷土村・海洋⽂化館ガイドツアー

インタビュー
（30分）

昔の沖縄の人々の暮らしについて、イン
タビュー

課題追求・解決活
動を⾏う

昔の暮らし、沖縄の
人々

ふり返り
（20分）

ガイドツアー、インタビュー内容をもとに、
昔と現在の沖縄の人々の暮らしを比較
し、１人１人が気付いたことを発表する。

思考⼒・判断⼒・表
現⼒を身に付ける

昔の暮らし、沖縄の
人々

質疑応答
（10分）

※授業時間100分、移動・休憩20分

社会 2
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昔の沖縄のインタビュー学習（文化財・年中⾏事）

目的︓沖縄の⽂化財・年中⾏事についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能
及び思考⼒・判断⼒。表現⼒等を身に付ける。
内容︓郷土村でのガイドツアーを通して、昔の沖縄の村落形態・家屋の作りを把握する
ことで、現在に引き継がれている⽂化財・年中⾏事についての学習をする。
回数︓通年複数回の授業、1コマどちらも対応可
所要時間︓ 2時間
対象年齢︓ 小学校4年〜
定員︓ 20名（要事前申込）
場所︓ おきなわ郷土村
学習指導要領︓小学校社会科 第4学年
2 内容 （4） ア（ア）（イ）（ウ）・ イ（ア） （イ）

題材 活動場所 所有時間 持ち物 対象 人数

沖縄の⽂化財・
年中⾏事

室内・室外 2時間 筆記用具 小学4年生以上 20名

めあて

沖縄の⽂化財・年中⾏事についての課題追求・解決活動を通し、知識・技能及び思考⼒・判断⼒。表現⼒等を身に
付ける。

場所 時間 内容 目標など キーワード

おきなわ
郷土村

説明
（15分）

おきなわ郷土村の概要を説明し、昔の
沖縄の村落形態・家屋の作りを紹介。

グループ
学習

（60分）

時代や身分の異なる家屋や⾏事が⾏
われた「神アサギ」「庭」等をガイドと⼀緒
に回り学習する。

各家屋を比較し、類
似点・相違点を⾒つ
ける。

建物のつくり、瓦葺き、
茅葺き、御嶽、神ア
サギ、庭

発表
（20分）

１人１人が気付いたことを発表。その
後、村落構造や家屋が気候風土に合
わせたつくりになっていることを解説。

沖縄の家屋の工夫
を知り、昔と現在の
暮らしを比較する。

建物のつくり、瓦葺き、
茅葺き、御嶽、神ア
サギ、庭

質疑応答
（5分）

※授業時間100分、移動・休憩20分

社会 3
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海洋博公園 教育プログラム
定期利用プラン (○○小学校) ※モデルプラン

期間 2019年12月〜2020年2月

月 日 曜日 時間 クラス 参加
人数

引率
人数 合計 希望する体験プラン 受入可否

記入例 11 28 ⽊ 10時〜11時30分 小学1年生 30 4 34 自然素材の工作体験（アダン） 受入可

12

12 ⽊ 10時〜11時30分 小学1年生 26 4 30 植物の栽培体験

19 ⽊ 10時〜12時 小学3年生 26 4 30 昔の村落を学ぶ（住の体験）

R2年
１

14 火 10時〜11時30分 小学2年生 26 4 30 動物の飼育体験

22 水 10時〜12時 小学3年生 26 4 30 昔の暮らしを学ぶ（食の体験）

30 ⽊ 10時〜12時 小学4年生 26 4 30 昔の沖縄のインタビュー学習

2

11 水 10時〜11時30分 小学1年生 26 4 30 植物の栽培体験

19 ⽊ 10時〜12時 小学3年生 26 4 30 昔の村落を学ぶ（住の体験）

26 ⽊ 10時〜11時30分 小学1年生 30 4 34 自然素材の工作体験（マーニ）

※１ 上記は、モデルプランです。各学校の総合学校担当教諭様と個別調整の上。学校別プランを作成いたします。
※2 小学6年生の「職場体験」での郷土村利用は、別途受け付けいたします。

2．教育プログラム予約⼀覧（⾒本）
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●●●● 小学校小学校小学校小学校学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領 第２章第２章第２章第２章 第５節第５節第５節第５節 生活生活生活生活

第2 各学年の目標及び内容

〔第１学年及び第２学年〕

２ 内 容

〔身近な人々，社会及び自然と関わる活動に関する内容〕

(3) 地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々について

考えることができ，自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり，それらに

親しみや愛着をもち，適切に接したり安全に生活したりしようとする。

(5)身近な自然を観察したり，季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して，それら

の違いや特徴を見付けることができ，自然の様子や四季の変化，季節によって生活の様子

が変わることに気付くとともに，それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。

(6) 身近な自然を利用したり，身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや

遊びに使う物を工夫してつくることができ，その面白さや自然の不思議さに気付くとともに，

みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。

(7) 動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して，それらの育つ場所，変化や成長の様子

に関心をもって働きかけることができ，それらは生命をもっていることや成長していることに気付く

とともに，生き物への親しみをもち，大切にしようとする。

●●●● 小学校小学校小学校小学校学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領 第２章第２章第２章第２章 第第第第2222節節節節 社会社会社会社会

【第３学年】

２ 内 容

(1) 身近な地域や市区町村（以下第２章第２節において「市」という。）の様子について，学

習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導

する。

(4) 市の様子の移り変わりについて，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア） 市や人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，移り変わってきたことを理解

すること。

（イ） 聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

（ア） 交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違いに

着目して，市や人々の生活の様子を捉え，それらの変化を考え，表現すること。

3．学習指導要領（抜粋）
※教育プログラムの該当する箇所
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【第４学年】

２ 内 容

(1) 都道府県（以下第２章第２節において「県」という。）の様子について，学習の問題

を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

(4) 県内の伝統や文化，先人の働きについて，学習の問題を追究・解決する活動を通して，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア） 県内の文化財や年中行事は，地域の人々が受け継いできたことや，それらには

地域の発展など人々の様々な願いが込められていることを理解すること。

（イ）地域の発展に尽くした先人は，様々な苦心や努力により当時の生活の向上に貢献

したことを理解すること。

（ウ）見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，年表などにまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

（ア） 歴史的背景や現在に至る経過，保存や継承のための取組などに着目して，県内

の文化財や年中行事の様子を捉え，人々の願いや努力を考え，表現すること。

（イ）当時の世の中の課題や人々の願いなどに着目して，地域の発展に尽くした先人の

具体的事例を捉え，先人の働きを考え，表現すること。

●●●● 小学校小学校小学校小学校学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領 第２章第２章第２章第２章 第第第第2222節節節節 社会社会社会社会
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●●●● 小学校小学校小学校小学校学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領 第２章第２章第２章第２章 第第第第4444節節節節 理科理科理科理科

【第４学年】

２ 内 容

Ｂ生命・地球

(5) 月と星

月や星の特徴について，位置の変化や時間の経過に着目して，それらを関係付けて調べる

活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。

（ア）月は日によって形が変わって見え，１日のうちでも時刻によって位置が変わること。

（イ）空には，明るさや色の違う星があること。

（ウ）星の集まりは，１日のうちでも時刻によって，並び方は変わらないが，位置が変わること。

イ 月や星の特徴について追究する中で，既習の内容や生活経験を基に，月や星の位置の

変化と時間の経過との関係について，根拠のある予想や仮説を発想し，表現すること。



令和元年度 教育プログラム実績（海洋博公園）

実施日 学校名等 人数 施設名 教育プログラム名

1 4月26日 久辺小学校

1年生19名
2年生28名 オキちゃん劇場 イルカ飼育施設⾒学

3年生30名 おきなわ郷土村
海洋⽂化館

自然素材の工作体験
昔の村落を学ぶ

4年生21名 ウミガメ館 ウミガメ飼育施設⾒学

5年生23名
6年生27名

熱帯ドリーム
センター 植物学習ツアー

2 5月24日 上本部小学校 4年生20名 海洋博公園
上本部小学校

環境学習 （年間を通して実
施）

3 7月18日 上本部中学校 3年生13名 海洋博公園 インタビュー学習1
（海獣・魚類・植物）

4 8月8日
本部町内の小学生・父兄、
本部町教育委員会子ども⽀援員
本部町役場福祉課ソーシャルワー
カー

10名 おきなわ郷土村 昔の暮らしを学ぶ（食の体験）

5 8月15日
本部町内の小学生・父兄、
本部町教育委員会子ども⽀援員
本部町役場福祉課ソーシャルワー
カー

13名 おきなわ郷土村 昔の暮らしを学ぶ（食の体験）

6 8月29日 上本部中学校 3年生13名 海洋博公園 インタビュー学習2
（海獣・魚類・植物）

7 9月26日 上本部中学校 3年生13名 海洋博公園 インタビュー学習3
（海獣・魚類・植物）

8 10月31日 上本部中学校 3年生13名 海洋博公園 インタビュー学習4
（海獣・魚類・植物）

9 11月21日 上本部中学校 3年生13名 海洋博公園 インタビュー学習5
（海獣・魚類・植物）

10 11月28日 上本部中学校 3年生13名 上本部中学校 学級でのパンフレット作成作業1
(振り返り学習)

11 12月9日 上本部中学校 3年生13名 上本部中学校 学級でのパンフレット作成作業2
(振り返り学習)

12 12月24日 上本部中学校 3年生13名 上本部中学校 発表会

合計（のべ人数） 295名

4．これまでの試⾏内容（教育プログラム）



令和2年度 教育プログラム実績（海洋博公園）

実施日 学校名等 人数 施設名 教育プログラム名

1 10月15日 本部小学校 5年生88名 海洋⽂化館 ⽂化館ガイドツアー

2 10月21日 上本部学園（旧上本部小学校・
中学校） 5年生29名 海洋博公園

上本部学園
環境学習（沖縄の淡水生物と
外来種問題）

3 10月28日 今帰仁小学校 4年生37名 海洋⽂化館 太陽・地球・月・星の学習（プラネ
タリウム学習番組）

4 12月18日 上本部学園（旧上本部小学校・
中学校） 中学2年生18名 海洋博公園

上本部学園
インタビュー学習1
（海獣・植物・⽂化館・郷土村）

5 R3
1月19日

上本部学園（旧上本部小学校・
中学校） 中学2年生18名 海洋博公園

上本部学園
インタビュー学習2
（海獣・植物・⽂化館・郷土村）

6 1月25日 上本部学園（旧上本部小学校・
中学校） 4年生34名 おきなわ郷土村 サトウキビ栽培体験1

（サトウキビ刈り）

7 2月2日 上本部学園（旧上本部小学校・
中学校） 中学2年生18名 海洋博公園

上本部学園
インタビュー学習3
（海獣・植物・⽂化館・郷土村）

8 2月19日 上本部学園（旧上本部小学校・
中学校） 4年生18名 おきなわ郷土村 サトウキビ栽培体験2

（サトウキビ植付け）

9 2月19日 緑風学園（久志小学校） 4年生16名 海洋⽂化館 職員インタビュー

合計（のべ人数） 276名

上本部学園4年生︓
サトウキビの収穫体験（おもろ植物園）

上本部学園5年生︓
沖縄の淡水生物と外来種問題の学習
（おきなわ郷土村周辺）



【公園所在地】

〒905-0206

沖縄県国頭郡本部町字石川424番地

【所要時間】

・高速道路を使う場合

→那覇空港から約2時間

・一般道路を使う場合

→那覇空港から約2時間50分

※所要時間はあくまでも目安です。道路の混雑状況によって異なります。

特に平日の朝夕の通勤時間には各地で渋滞が見られます。

○○○○申し込み方法申し込み方法申し込み方法申し込み方法

（通年･短期）

○海洋博公園へのアクセス○海洋博公園へのアクセス○海洋博公園へのアクセス○海洋博公園へのアクセス

申し込みフォーム

活動時間を変更したい

内容に○○を加えてほしい

実施回数を増やしたい

草木遊びも昔のくらしも

学習したい

相談ＯＫ！

ご希望に合わせたプログラムを実施します

開園時間：開園時間：開園時間：開園時間： 夏夏夏夏 期（期（期（期（ 3月～月～月～月～9月）月）月）月）8：：：：00～～～～19：：：：00

通常期（通常期（通常期（通常期（10月～月～月～月～2月）月）月）月）8：：：：00～～～～17：：：：30

※※※※入館締切は入館締切は入館締切は入館締切は30分前分前分前分前

お問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせ

海洋博海洋博海洋博海洋博公園管理公園管理公園管理公園管理センタセンタセンタセンターーーー

TEL: 0980-48-2741 FAX: 0980-48-3339 

HP: http://oki-park.jp/kaiyohaku/ 

○海洋博公園○海洋博公園○海洋博公園○海洋博公園

休園日：休園日：休園日：休園日：2024年年年年12月月月月4日・日・日・日・5日日日日

TEL: 0980-48-2740 FAX: 0980-48-3793 

HP: http://www.dc.ogb.go.jp/kouen/

○内閣府○内閣府○内閣府○内閣府 沖縄総合事務局沖縄総合事務局沖縄総合事務局沖縄総合事務局

国営国営国営国営沖縄記念公園沖縄記念公園沖縄記念公園沖縄記念公園事務所事務所事務所事務所

公園の整備、都市公園法にもとづく許認可及び公園の整備、都市公園法にもとづく許認可及び公園の整備、都市公園法にもとづく許認可及び公園の整備、都市公園法にもとづく許認可及び

施設の大規模な維持補修工事等施設の大規模な維持補修工事等施設の大規模な維持補修工事等施設の大規模な維持補修工事等についてについてについてについて

お問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせ

国営沖縄記念公園事務所国営沖縄記念公園事務所国営沖縄記念公園事務所国営沖縄記念公園事務所

（○をつけてください）

　　（例：○○小学校内多目的室）

希望プログラム名（☑をつけ、プログラム名をご記入ください） 単元（☑をつけてください）

　　□　総合学習

　　□　通年学習 　 　　□　生活科

　　□　理科

　　□　国語

　　□　短期学習 　　□　社会

　　□　その他　（例：クラブ活動）

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

備考（ご希望、ご質問等あればご記入ください）

【対応】 可 否 【決裁日】 年　　　　   月 　　  　日

【対応者】 【決裁者】

印 印

　　（ プログラム名：　　                                       )

学校名

担当教員名

担当連絡先

対象学年

人数 　　　　名　　（男：　　　　名、　女：　　　　名）

実施希望日時

（通年学習は初回日時のみ）

　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

　時間：　　　　　　　時　　　　　　分　～　　　　　　時　　　　　　分

実施場所

（講義場所）

　　　　　　　　各学校　　　　　　　　　　　・　　　美ら島自然学校

【施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

プログラム　申込フォームプログラム　申込フォームプログラム　申込フォームプログラム　申込フォーム

申請日　 　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

　　（ プログラム名：　　                                       )

海洋博公園
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国営国営国営国営沖縄記念公沖縄記念公沖縄記念公沖縄記念公園園園園

No.2 R4年度 8月
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